
区 分 研 修 名 日 時 会場 受講希望
（「○」を記入）
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１．農業と気象 ７月１３日（火）13:15～16:00

２．病害虫防除 ７月１５日（木）13:15～16:00

３．土壌肥料Ⅰ ７月２７日（火）13:15～16:00

４．土壌肥料Ⅱ ７月２８日（水）13:15～16:00

５．経営基礎 ７月２９日（木）13:15～16:00

６．ひなたGAP ８月 ３日（火）13:15～16:00

７．農地制度、農業者年金制度 ８月１０日（火）13:15～16:00

８．農作業安全 ８月２０日（金）13:15～16:00

９．食品加工 ８月２４日（火）13:15～16:00

10．鳥獣害対策 ８月２７日（金）13:15～16:00

畜産基礎講座
～肉用牛繁殖に関する基礎研修～

初回４月２６日（月）
（月１回開催）13:30～15:00

普及センター

ア
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リ
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ッ
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ア
ッ
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研
修

農
業
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培
技
術

畑かん
～品目に応じた散水器具の検討～

７月３０日（金）13:30～15:30
農業研修
センター

ハウスの環境制御 ①
～光合成に関する植物生理～

１１月（予定 調整中）

ハウスの環境制御 ②
～主要果菜類でのＣＯ2施用技術～

１２月（予定 調整中）

農
業
経
営

農業経営中級研修１～法人 化～ ８月１９日（木）13:30～15:00

農業経営中級研修２～消費 税～ ８月２６日（木）13:30～15:30

農業経営中級研修３～経営分析～ ８月３１日（火）13:30～15:00

先進農家の講話 ８月（予定 調整中）
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農業法人等意見交換会 １２月（予定 調整中）

研 修 の 申 し 込 み

下記の必要事項を記入の上、FAX または電子メールにて研修１週間前までに申し込みください
電話での申し込みの場合、希望する研修名をお伝えください（受付時間午前９時～午後５時）

≪研修のお問い合わせ・申し込み≫

宮崎県児湯農林振興局 地域支援課（児湯農業改良普及センター）

住所：西都市調殿８１２ ＴＥＬ：0983-43-2311 ＦＡＸ：0983-43-2313 E-mail：koyu-nokai@pref.miyazaki.lg.jp

（ふりがな）
氏 名

就農前・就農（ ）年目
※あてはまる方に○をつけて下さい

その他 ・雇用従事者
・ＪＡ職員 ・市町村職員等

住 所
〒 市・町・村

品目：

連絡先

（ＴＥＬ）
（携帯）

（ＦＡＸ）

ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ：

・研修受講希望者は、研修1週間前までに参加の申し込みを行ってください。
・悪天候、新型コロナウイルス感染症の発生状況によっては研修を中止、延期する場合があります。

・日程の確定・変更があった場合、また、このチラシに記載している研修の他に各種研修会を実施する場合
は、宮崎県農政水産部ホームページ（ひなたMAFiN）などを使ってご案内する予定にしています。

https//hinatamafin.pref.miyazaki.lg.jp/

この研修は、宮崎方式営農支援体制の研修として、宮崎県農業
協同組合中央会との共催により実施しております。
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アグリ・ベーシック研修 ～農業経営の基礎知識を身につけよう～
主に農業を始めたばかりの人を対象に、経営、栽培の基礎知識の修得を

アグリ・ステップアップ研修 ～基礎だけでは物足りないあなたへ～
基礎知識を身につけた上で、ステップアップしたい方を対象とした研修です。

研修メリット その１ 「仲間ができる！」
同じくらいの就農年数の方との交流ができ、悩んだとき等に相談できる仲間ができます。

研修メリット その２ 「普及指導員と仲良くなれる」

普及指導員は、経営で困った事等、相談すればしっかり対応してくれます。
今後経営でつまずいた時、もっと経営をよくしたい時の強い味方です。

研修メリット その３ 「自分に合った学修集団を紹介してもらえる！」

管内には、様々な品目で学修集団があります。
自分に合った学修集団があれば紹介してもらうこともできます。

普及センターでは、農業者の学修の場として、農業者研修会
を開催します。 ご多忙と思いますがぜひご参加ください！

アグリ・ベーシック研修

畜産基礎講座
～肉用牛繁殖に関する基礎を学ぼう～

・ねらい・特色

粗飼料・栄養管理・繁殖管理等の基礎を学びます。

・日 時

令和３年４月２６日（月）から毎月１回 19:00～20:00

・主な内容

牧草の栽培、土壌管理、繁殖生理など肉用牛繁殖
経営の基礎

・講師

農畜産経営担当 佐藤 、農業経営指導士

・持参するもの 筆記用具

※ＪＡ指導員や、市町村職員の方も受講できます。

アグリ・パワーアップ研修 ～よりパワーアップしたいあなたへ～
更に、ワンランク上の農業経営を目指す方を対象とした研修です。



アグリ・ベーシック研修（リカレント研修部門）

アグリ・ステップアップ研修

農業研修センター・リカレント研修
～スペシャリストが教える農業経営・技術入門～

・ねらい・特色

農業を始めたい人、経験の浅い方、基礎知識を身につけたい方のために農業総合研修センターと
合同で実施する研修です。

・主な内容 （時間は全て13:15～16:00）

① 農業と気象 〔 ７月１３日（火)〕 ② 病害虫防除 〔 ７月１５日（木）〕
③ 土壌肥料Ⅰ 〔 ７月２７日（火）〕 ④ 土壌肥料Ⅱ 〔 ７月２８日（水）〕
⑤ 経営基礎 〔 ７月２９日（木）〕 ⑥ ひなたＧＡＰ 〔 ８月 ３日（火)〕
⑦ 農地制度、農業者年金制度 〔８月１０日（火）〕 ⑧ 農作業安全 〔 ８月２０日（金）〕
⑨ 食品加工 〔 ８月２４日（火）〕 ⑩ 鳥獣害対策 〔 ８月２７日（金）〕

・持参するもの ・会場 農業科学館 イベントホール（農業総合研修センターの隣）
筆記用具等 ・主催 県立農業大学校 農業総合研修センター

畑かん
～品目に応じた散水器具の検討～

・ねらい・特色

各種散水器具の特徴等を理解するとともに、我が
家の品目における最適な散水器具を検討します。

・日 時 令和３年 ７月３０日（金）13:30～15:30

・主な内容

各種散水器の特徴、畑かん水利用による各種
効果、散水実演（農大校内ほ場）

・講師

普及センター土地利用営農担当 友森、斎藤

・持参するもの 筆記用具

ハウスの環境制御 ①
～光合成に関する植物生理～

・ねらい・特色

施設園芸で導入が進みつつある、複合環境
制御装置の活用事例や、その考えの基となる
植物生理について理解を深めます。
・日 時 令和３年１１月（詳細は調整中です）

・主な内容

葉緑体、気孔など光合成に関する植物器官の
主な働きや、光合成を促進するための環境条件
など
・講師 普及センター 園芸経営担当 徳満

・持参するもの 筆記用具

ハウスの環境制御 ②
～主要果菜類でのCO2施用技術～

・ねらい・特色

施設園芸で導入が進みつつある、CO2施用
技術について理解を深めます。

・日 時 令和３年１２月（詳細は調整中です）

・主な内容

生産現場や試験研究機関で、どのようにCO2
施用技術が利用されているか、品目ごとに紹介

・講師 普及センター 園芸経営担当 徳満

・持参するもの 筆記用具



アグリ・ステップアップ研修

農業経営中級研修 ①
～法人化について学ぼう！～

・ねらい・特色

法人化したらどんなメリットがあるの？
税理士に分かりやすく説明していただきます。

・日 時

令和３年 ８月１９日（木） 13:30～15:30

・講 師 坂本敬子 氏 （税理士）

・持参するもの 筆記用具

農業経営中級研修 ③

・ねらい・特色

今後、農業を継続し、発展していくために必要
となる、農業経営における視点･考えを学びます。

・日 時

令和３年 ８月３１日（火）13:30～15:00

・講 師

普及センター 地域企画担当 加藤

・持参するもの 筆記用具

先進農家の講話

・ねらい・特色

現場の第一線で活躍している先進農家の講話
には、経営力アップのヒントが多くあります。
それらを参考に、自身の経営力アップにつな
げる事が目的です。

・日 時

令和３年 ８月（詳細は調整中です）

・講 師

農業経営指導士 井上学氏（宮崎市 きゅうり）

・持参するもの 筆記用具

アグリ・パワーアップ研修

農業法人等意見交換会

・ねらい・特色

法人化されている農業経営者、これから法人化
を目指す方々を一同に参集し、雇用関係など、
課題となっている事例について意見交換を行い
解決策を探ります。

・日 時

令和３年 １２日（詳細は調整中です）

・内容

①基調講話 ②情勢報告 ③意見交換 など

・持参するもの 筆記用具

農業経営中級研修 ②
～消費税について学ぼう！～

・ねらい・特色

農業経営での消費税について、税理士に
分かりやすく説明していただきます。

・日 時

令和３年 ８月２６日（木） 13:30～15:30

・講 師 坂本敬子 氏 （税理士）

・持参するもの 筆記用具


